
Ｑ２ どうして日本では少子化が深刻化しているのですか。

Ａ２

●少子化の変遷

戦後の日本は経済成長による所得水準の向上、国民皆保険・皆年金など社

会保障の充実、医療技術の向上等により豊かな生活環境が整ってきており、

年頃からはそれまでの多産少死から少産少死への人口転換が進み、

年前後までの合計特殊出生率は人口置換水準前後の 前後で推移してきた。

～ 年の第二次ベビーブーム以降、第一次オイルショックによる経済

的な混乱や、人口増加傾向を受けて静止人口を目指す考え方が普及したこと

等により、生まれる子どもの数が減少し続けるようになり、 年に合計特

殊出生率は を割り込む にまで低下した。低下し続ける合計特殊出

生率は 年代初めにやや回復したものの、 年代半ばから再び低下し続

け、人口置換水準からのかい離も大きくなっていった。

＜図表 出生数・合計特殊出生率・人口置換水準の推移＞

（備考）厚生労働省「人口動態統計」、国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」をもとに作成 
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● 年代以降の少子化の要因

＜非婚化・晩婚化・晩産化＞

少子化に影響を与える要因として、非婚化・晩婚化及び結婚している女性

の出生率低下などが考えられる。 年代後半からは 歳代女性の未婚率

が急激に上昇したほか、結婚年齢が上がるなど晩婚化も始まり、 年代に

入ってからは、 歳代以上の女性の未婚率も上昇しており、晩婚と合わせて

未婚化も進むこととなった。

年齢別出生率を見ると、 年・ 年は 代半ばでピークを迎える山型

の曲線を描いているが、次第にそのピークが推移していき、出産年齢が上昇

するとともに、出生率の高さを示す山が低くなっていくなど、出生率の低下

と晩産化が同時に進行していることがわかる。また、 年代以降は、晩婚

化・晩産化により、 代の出生率が大幅に下がり、 代の出生率が上昇する

という出生率の山が後に推移する動きがみられるようになった。

＜図表 年齢別出生率の推移＞

（備考）国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」をもとに作成 
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